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看護専門学校　地域枠願書受付開始

令和３年４月入学生を募集！

問看護専門学校（健康センターミルネ横）☎ 86‐7817申
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■
受
験
資
格

●
一
般
：
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
、

ま
た
は
令
和
３
年
３
月
時
点
で
該
当
見
込

み
の
人

①
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
人

②
通
常
の
課
程
に
よ
る
12
年
の
課
程
を
修

了
し
た
人

③
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

●
地
域
枠
：
④
⑤
⑥
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
人

④
右
記
①
～
③
の
該
当
者
で
、
令
和
３
年

３
月
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
人

⑤
令
和
２
年
４
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
引
き
続
き
居
住
す
る
人

⑥
合
格
し
た
場
合
、
必
ず
本
校
に
入
学
す

る
人

■
試
験
日
時

●
地
域
枠
：
11
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時 

●
一
般

１
日
目
：
令
和
３
年
１
月
21
日
（
木
）

２
日
目
：
令
和
３
年
１
月
22
日
（
金
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
試
験
会
場
／
丹
波
市
立
看
護
専
門
学
校

■
願
書
受
付

●
地
域
枠
：
10
月
５
日（
月
）～
14
日（
水
）

●
一
般
：
12
月
１
日
（
火
）
～
14
日
（
月
）

■
出
願
書
類

①
入
学
願
書
・
志
望
の
動
機
、
受
験
票
②

写
真
２
枚
③
受
験
票
返
信
用
封
筒
④
受
験

資
格
、
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
⑤
2
万
円
の
普
通
為
替
の
入
学
考

査
料
⑥
入
学
金
の
市
内
在
住
要
件
を
判
定

す
る
書
類
※
該
当
者
の
み

▼
詳
細
は
「
丹
波
市
立
看
護
専
門
学
校
学

生
募
集
要
項
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

要
項
お
よ
び
入
学
願
書
は
、
各
支
所
、
看

護
専
門
学
校
、
市
内
高
等
学
校
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
出
願
方
法

①
持
参
：
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
に
看
護
専
門
学
校
に
持
参　

※
土
・

日
を
除
く
。

②
郵
送
：
簡
易
書
留
で
看
護
専
門
学
校
宛

に
郵
送
※
締
切
日
の
消
印
有
効
。

　昨年９月、県立丹波医療センターの開院にあわせて、
丹波市立看護専門学校の校舎が旧県立柏原病院横から健
康センターミルネ横に移転しました。令和３年４月に入
学する学生を募集します。

実習中

キャンパスライ
フ

みなさんのご応募を
お待ちしております！

自己学習もできる
広々とした図書室
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師匠の金言

市長コラム

丹波語り

　

淡
路
島
の
第
3
セ
ク
タ
ー「
株
式

会
社
夢ゆ

め
ぶ
だ
い

舞
台
」
に
勤
務
し
て
い
た
平

成
15
年
、
大
石
可か

く

や

久
也
さ
ん
と
い
う

芸
術
家
に
出
会
い
ま
し
た
。
大
石
さ

ん
は
淡
路
島
生
ま
れ
で
小
学
校
の
教

員
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
40
歳
の

こ
ろ
画
家
生
活
に
入
ら
れ
、
平
成
２

年
に
は「
兵
庫
県
文
化
賞
」
を
受
賞

さ
れ
た
兵
庫
県
を
代
表
す
る
芸
術
家

の
一
人
で
す
。

　

私
は
、
大
石
さ
ん
を
心
か
ら
尊
敬

し
、
趣
味
の
作
品
制
作
の
ご
指
導
を

受
け
る
中
で
、
た
い
へ
ん
光
栄
な
こ

と
に
、
淡
路
島
内
で
師
匠
が
主
宰
さ

れ
る
展
覧
会
に
出
品
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
大
石
さ

ん
か
ら
指
摘
さ
れ
た
言
葉
が
、
い
ま

だ
に
私
に
と
っ
て
の「
金
言
」
と
な

っ
て
胸
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
ん
た
の
作
品
は
な
ぁ
、
人
に
良

く
見
ら
れ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
先

行
し
て
表
面
を
取
り
繕
っ
て
い
る
。

も
っ
と
内
面
に
あ
る
も
の
を
正
直
に

ド
ー
ン
と
ぶ
つ
け
て
い
か
な
い
と
、

鑑
賞
す
る
人
に
震
え
る
よ
う
な
感
動

を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
！！
」

　

作
品
の
評
価
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

生
き
方
に
つ
い
て
の
指
摘
を
さ
れ
た

と
感
じ
、
ガ
ー
ン
と
頭
を
叩
か
れ
た

気
分
で
し
た
。
確
か
に
、
師
匠
の
画

風
・
作
風
は
対
象
物
の
本
質
を
見
抜

き
、
否
応
な
く
作
品
に
惹
き
込
ま
れ

ま
す
。

　

何
を
差
し
置
い
て
も「
ま
ず
は
感

動
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

表
現
す
る
か
、
は
二
の
次
・
・
・
」
そ

ん
な
こ
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
は
作
品
を
作
る
上
だ
け
で
は
な

く
、
生
き
る
姿
勢
に
も
通
じ
る
こ
と

だ
と
感
じ
、
そ
れ
以
来
、
常
に
心
の

隅
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

94
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
か

ら
も
う
2
年
。
建
築
家
の
安
藤
忠
雄

氏
も
絶
賛
の「
大
磯
ア
ー
ト
山
・
大
石

可
久
也
美
術
館
」
は
大
阪
湾
を
臨
む

小
高
い
山
の
上
に
あ
り
ま
す
。

さまざまな事業を実施しています

男女共同参画センターからのお知らせ
問男女共同参画センター（市民プラザ内）☎ 82‐8684申

◇第３回たんばの女性☆応援カフェ

　女性ならではの悩みや困りごとを一人で抱え
ていませんか。丹波で活躍する先輩女性から直
接話を聞き、自分らしい人生やキャリアについ
て、一緒に考えてみましょう。今回のテーマは

「継続就業・育休復帰－記者と子育て：その時々
の最善を探して－」です。

■とき /10 月 17 日（土）午前 10 時 30 分～ 11 時
30 分
■ところ / 市民プラザ
■ゲスト / 丹波新聞社　
記者　古西純さん
■定員 /10 人　※事前申
込みが必要
■託児 /10 月９日（金）
ま で に 要 予 約。 １ 歳 半
～可。

◇男女共同参画センター開設１周年　
男女共同参画講演会

　いまや在宅介護者の３人に１人は男性と言われ
ています。「介護」という視点から、「仕事と生活
の両立」や「男女共同参画」について考えてみま
しょう。

■とき /10 月 22 日（木）午後７時 30 分～９時
15 分
■ところ / 市民プラザ
■演題 / 男性が介護するという
こと‐男女共同参画の視点から
■講師 / 立命館大学産業社会学
部特認教授　津

つ ど め

止正敏さん
■定員 /45 人　※事前申込みが
必要

津止正敏さん

美術館の外観
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健
康
生
活
ま
ち
と
ぴ

農
の
学
校
は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど


